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 明けましておめでとうございます。暮れから正月にかけて、全国的に暖かい日が続き

ました。私は、いつものように 1月 3日に、近くの神社へ初詣に出かけました。今年は、

申年です。申年の申は「のびる」という意味を含みます。宮前小学校の教育が順調に「の

びる」、子どもたちが元気にたくましく「のびる」よう願ってまいりました。  

 ところで「糸脈」という言葉をご存知ですか？その昔、えらい人を診察する際、体に触

れるのを避けるため患者の手首に糸を巻き、医者は、触れたところから糸に伝わる振動

で脈を診たそうです。これでは異変はわからなかったと思います。  

 いじめ問題で、ある小学校の先生が、クラスを「海」にたとえていたことをどこかで見

たことがあります。先生は、教室の前から毎日見ていると、何でも分かるような気にな

ります。しかし、子どもの世界という深い海の中で、何が起きているかをつかむのは本

当に難しいです。学校外はなおさらのこと。まして今はネットの時代、少年・少女が漂

う海はいよいよ深く見えにくくなっています。糸脈ではなく、きめ細かい感度のいい連

携の糸を、地域、学校、家庭に張りめぐらしていく必要があります。地域の宝である子

どもの心や命を救うため、みんなで同じ方向を向いて、子どもたちを支えていっていた

だきたいと思っています。  

 今年は、宮前小学校 140 周年記念の年です。記念の年にふさわしい記念品を育友会のほ

うで考えてくれています。歴史ある宮前小学校の職員として、記念の年を意識した学校 

の運営をしていきたいと思います。先々の希望に満ちた宮前小学校の子どもたち。この

子どもたちの日々の成長を支えていくことの責任の重大さを感じつつ、『やさしく、思

いやりのある子』を育むため、教職員一同が気持ちをそろえ、同じ方向を向いて努力し

てまいります。本年も皆様のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みやまえナビ 

     校長   坂本 雅城 

 

 

 ８日（金） 森林事前学習（５年） 

１１日（月） 成人の日 

１３日（水） 委員会 

       フォローアップ教室 

１４日（木） カウンセリング 

１５日（金） 見守り強化の日 

       森林体験学習（５年） 

        （高野山） 

１６日（土） 学校美術展（～１７日） 

       （市民会館） 

１９日（火） 香育（２年）＜予定＞ 

２０日（水） フォローアップ教室 

２１日（木） 移動図書館  

２３日（土） 科学作品展（～２４日） 

       （フォルテワジマ） 

２７日（木） クラブ 

       フォローアップ教室 

２８日（木） 森林事後学習（５年） 

 

 

「ありがとう集会」 H27.11.27（金） 

いつもお世話になっている見守り隊のみなさん

に、子どもたちからお礼の気持ちをこめて、歌や

合奏、踊りなどの発表を見ていただきました。 

暑い日、寒い日、雨の日・・・大変なことも多い

中、子どもたちのためにありがとうございます。

これからもよろしくお願いします。 

１年生 

「ありがとうの花」（歌） 

２年生 

「ことばあそびうた」（群読） 

「崖の上のポニョ」 

（ボディーパーカッション） 

３年生 

南中ソーラン（演舞） 

４年生 

「カントリーロード」 

（歌・リコーダー） 

５年生  寿限無（群読） 

６年生 

「風を切って」（合奏） 

 
ありがとう 

ございます。 

音楽委員会 

「にじいろ」(演奏) 

見守り隊の方々 
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